
平成 30年度 第 1回社会教育委員会 議事録 

 

日 時    平成 30年 5月 21日（月） 

       午後 10時から午前 11時 30分まで 

会 場    日進市役所本庁舎 4階第 1会議室 

出席者    福岡 克二 委員 佐合 廣利 委員 川本 秀美 委員 関根 聖美 委員  

石川 錬治 委員 中村 正子 委員 星野 昭治 委員 松岡 坂重 委員 

松崎 貞則 委員 

欠席者    八田 純子 委員 宮道 弘巳 委員 

事務局    吉橋教育長 杉浦教育部長 

（生涯学習課）鬼頭課長 岡田課長補佐 大川課長補佐 荒川係長 中村主事 

（図書館）  近藤館長 

傍聴の可否  可 

傍聴者    無 

議題     ・平成３０年度社会教育関係事業について 

報告事項   ・愛知県社会教育委員連絡協議会（県社連）・愛知県公民館連合会（県公 

連）の実績報告および今後の予定について 

議事内容   １．会長あいさつ 

２．各委員および事務局紹介 

３．担当が議題に基づき各事業について説明 

 

 

事務局    定刻となりました。ただ今より、平成 30年度第 1回日進市社会教育委員会 

      を開催いたします。本日は、皆様お忙しい中お集まりいただきまして誠にあり 

がとうございます。本日の進行を務めます、生涯学習課の岡田です。よろしく 

お願いします。 

 では、はじめに会長、ごあいさつをお願いします。 

 

会長    ―あいさつ― 

 

事務局   ありがとうございました。 

本日の委員会は、日進市社会教育委員会規則第６条により、委員の出席者が半

数を超えておりますので、成立ということでよろしくお願いいたします。なお、

本日は、八田委員と宮道委員の２名がご欠席と連絡を受けております。次に、あ

らかじめ皆様にご了承いただきたい点がございます。議事の記録のために、録音

機を使用させていただきますので、よろしくお願いいたします。なお、会議録で



ございますが「日進市附属機関等の会議の公開に関する要綱」第３条に基づきま

して、公表させていただく予定となっております。 

それでは、次第の「２．委員の委嘱について」に移ります。委員の委嘱につき

ましては、『日進市社会教育委員設置条例』第１条及び第３条に基づき、皆さま

任期の２年目となりますので、昨年度に引き続きよろしくお願いいたします。 

なお、本日ご欠席の日進市立香久山小学校 校長 宮道 弘巳様におかれまし

ては、本年度より学校教育関係者として、新たに委員となられました。委員とし

ての任期は、前任者の残任期間であります平成 31年 3月 31日までとなります。 

平成 30年度の 1回目の委員会となりますので、委員の皆様より簡単にお一人

ずつ自己紹介をお願いいたします。 

 

      －委員長から順に挨拶－ 

 

事務局   ありがとうございました。昨年度から事務局のメンバーも代わっております

ので、平成 30年度の事務局も自己紹介をさせていただきます。 

 

事務局   続きまして、資料の確認に移らせていただきます。開催に先立ちまして本日使

用する資料を事前に送付させていただきました。お持ちではない方はいらっし

ゃいますか。 

 

事務局   本日は、傍聴希望者はお見えになりませんことをご報告いたします。それでは、

規則第４条によりまして、会長は会議を総理することとなっておりますので、会

長に議事の取り回しをお願いいたしたいと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。 

 

議長      では、規則の規定により、代わって議事の取り回しをします。続きまして、３．

議題「平成 30年度社会教育関係事業について」を事務局より説明願います。質

問、ご意見等については、説明後にお願いします。それでは、生涯学習課関係分

について、お願いいたします。 

 

事務局   ―説明―（鬼頭課長，荒川係長，岡田補佐，大川補佐－生涯学習課分） 

 

議長    ありがとうございました。それでは、ただ今説明のありました案件についてご 

意見、ご質問等ありましたらお願いいたします。  

 

 



（大ホール講演事業について） 

委員   別紙の「子ども向け講演」について、料金設定が９００円となっているが、これ 

は大人の料金なのか、それとも大人・子ども一定の金額なのか。 

 

事務局  市民会館の事業では、複数の料金体系を設定することはないので、一定の金額で 

ある。大人と子どもが一緒に参加しやすいように安い参加料金におさえたと思わ

れる。 

 

 

（総合運動公園 防球ネットについて） 

委員   スポーツセンターの第一競技場の防球ネットについて、設置予算が 553,000 円

だが、設置場所はどこなのか。金額的にそれほど大掛かりな工事ではないようにも

感じる。 

 

事務局  すでに既設のネットがあるので、それに付け加えるような形で工事をする。網を

レールで空けられるような仕組みも取り付ける予定である。 

 

 

（体力テストについて） 

委員   参加者は何名程度だったか。 

 

事務局  ９０名程度である。例年よりも参加者数は少なかった。 

 

委員   事前周知が不十分であるように感じる。初めは４００名程度の参加者を見込ん

だところ、２００名の参加者が来ていた。 

 

 

（総合運動公園排水対策工事について） 

委員   排水の工事はいつ、どの程度の期間行われるのか。 

 

事務局  １０月頃に入札、グラウンドを使う大会などがひと通り終わった１１月 

下旬頃に工事を始める。工期は３月下旬までを予定している。 

 

委員   冬場はグラウンド使えないのか。 

 

事務局  その通りである。体育協会・レクリエーション協会には、工事前に周知している。 



（シルバースクールの運営・参加募集方法について） 

委員   昨年度の第２回委員会が行われた際、同日に行われた現地見学において、竹の山 

小学校のいきいきシルバースクールを見学させていただき、「昔遊び」で参加者と 

子どもたちが遊んでいる光景を見て、とても心が和んだ。今年度からはシルバース 

クールを相野山小学校でも開講されるとのことだが、今後は他の学校でもシルバ 

ースクールを開催する予定はあるか。 

 

事務局  市としては１学区につきシルバースクールを１校開催したいという考えがある

ので、それに向けて調整はしているが、児童の増加により空き教室がない小学校も

ある。また、今回新たに実施する相野山小学校は定員３０名に対して参加者が１１

名と少なく、今後、仮に開催校を増やしたときに、新たな参加者が増えないまま、

既存の参加者が各開催校に分散する結果に終わってしまう懸念もある。そういっ

た点も踏まえながら今後の対応は検討していく。 

 

事務局  区の役員の方々や福祉会館をはじめとした各施設にも広報しているが、そもそ

も相野山の地区は他校に比べて、学校周辺に住んでいる人口が少ないため、申込者

数も他校より少ない状況にある。地区や年齢構成によってニーズや参加条件が異

なる事もあり得るので、行政の立場として何を求められているかを把握し、たくさ

んの方にご参加いただけるよう努めていきたい。 

 

委員   最近の子ども達は大人と触れ合う機会が少ない。３世代で暮らす大家族が減り、

地域のつながりも希薄になってきている昨今、学校や塾・習い事以外で大人と会話

する機会が少ない。一日限定でもかまわないので、そういった場を設けていただく

と子どもたちの考え方や趣向に良い影響があると思う。 

 

 

（市民会館の設備について） 

委員   文化協会の事業を市民会館で行う際、いくつか気になる点がある。例えば、茶華 

道連盟で呈茶をする際、ライトコートを利用するが、掃除が行き届いていないよう 

にみえる。飲食もするので、不衛生なのはよろしくない。また、床の水垢なども目 

立つので、年に一度きれいに磨いて欲しい。また、正面入口からロータリーへ延び 

る通路の屋根を支える柱の根元に草が茂っている。きれいにするよう施設管理者 

と調整してほしい。 

事務局  現地を確認したうえで、指定管理者と相談させていただきます。 

 

 



（講演会・講座の開催とその募集について） 

委員   資料によると７月の講演会の概要が未定だが、参加者の募集準備は大丈夫なの

か。子ども大学にも未定の内容が多く、大学の教授は年度初めにほとんどのスケジ

ュールが決まっている事が多いので、できる限り早めに決めていった方がよいと

感じる。 

 

事務局  広報の関係などもあるので、今後は早めに講座名が決まるよう手続きをする。 

 

 

（指定管理者制度について） 

委員   当初は利用者の満足度向上・コスト削減を目的に作られた制度で、そのうちコス

ト削減に対して重きを置く傾向にあるが、利用者満足度について施設利用者へ調

査を行う機会はあるか。年に１、２回でもよいので利用者に対して調査を行ってほ

しい。その方が市にとっても指定管理者にとってもメリットを得られると感じる。 

 

 

（総合運動公園のトイレについて） 

委員   改装したばかりのトイレの中央の床に水が溜まるのと聞いている。 

 

事務局  掃除を定期的に行うよう、すでに指定管理者へ話をさせていただいている。 

 

 

（シルバースクールにおける子どもたちとの交流について） 

委員   シルバースクールでは、１２回全ての回で子どもたちとの交流時間が設けられ

ているのか。昨年度、見学をさせていただいた時には、子ども達にとって大変貴重

な体験をすることができるよい機会だなと思った。昨年は低学年の子どもたちと

の交流だったが、ぜひ高学年の子ども達にも経験させてあげたい。 

 

事務局  講座のうち８回は、給食の時間を一緒に過ごす時間を設け、学校によっては高学

年の児童と交流給食を行う学校もある。また、梨の木・竹の山・相野山小学校は、

くるりんバスが学校に到着する時間から講座が開始する時間までに空き時間があ

るので、児童の放課時間を使って講座前に交流している。赤池は空き時間が無いた

め行わない。 

続いて、図書館関係分について、お願いいたします。 

 

事務局  ―説明―（近藤館長－図書館分） 



議長    ありがとうございました。それでは、ただ今説明のありました案件についてご 

意見、ご質問等ありましたらお願いいたします。  

 

 

（図書館スポンサー制度について） 

委員   まだスポンサーがついていないような雑誌はどの程度あるか。 

 

事務局  雑誌 約１７０誌のうち３分の２は、まだスポンサーがついていない状況にある。 

 

委員   スポンサーは市外でもよいのか。 

 

事務局  商工会を通じてスポンサーを募ることが多いため、市内企業が多いが、市外でも

問題ない。ホームページでもスポンサーの募集をかけている。 

 

 

（図書の在架予約について） 

委員   図書の在架予約は、非常に革新的なシステムだと思う。ところが、全図書が対象

ということから、図書館に来館した方が本を借りることができないということも

ありえると思うので、その場合の調整方法を教えて欲しい。また、図書の配送サー

ビスは、各福祉会館へ配送してもらえるのか。その場合、誰が配送しているのか。 

 

事務局  前者については、来館者が優先である。仮に予約をしても、来館者が先に本を借

りれば、予約者は借りることはできないということになる。予約状況は、毎朝、図

書館の開館前に職員が確認し、事前にピックアップしておく。開館後に来館者が借

りるタイミングと予約申請が重なった場合は、来館者が優先となる。予約は多いと

４０件程度にまで及ぶが、これまではトラブルなく展開できている。配送は職員が

毎日行っている。 

 

 

（図書の読み聞かせ会について） 

委員   夜間の読み聞かせ会の対象者層はだれか。 

 

事務局  基本的に親子だが、大人も聞くことのできる題材を選んでいる。 

 

委員   夜間に開催する必要性について、どのように考えるか。 

事務局  当初は、お勤めの方もターゲットに入れていたが、参加が難しいのが現状である。 



    現在は、親子向けの題材・大人向けの題材の２パターンで開催しているが、開催時

間や題材については、試行錯誤しながら事業に取り組んでいる。 

 

 

（図書館の会議室の利用について） 

委員   会議室の利用状況は、どのような状況か。利用していない会議室は空けないのか、

それとも他に活用しているのかを伺いたい。 

 

事務局  試験前で学生の利用が多いときは、学習用に会議室を開放している。また、館内

の利用者が多いときは食事スペースとしてもご利用いただいている。 

 

 

議長     では、次に進みます。 

同じく４．報告事項「愛知県社会教育委員連絡協議会（県社連）・愛知県公民館

連合会（県公連）の実績報告および今後の予定について」を事務局から説明お願

いします。 

 

事務局  －説明（中村主事）－ 

 

議長     ありがとうございました。それでは、ただ今説明のありました案件についてご 

意見、ご質問等ありましたらお願いいたします。 

 

（施設の予約について） 

委員   選挙が行われる際、スポーツセンターの第２競技場を選挙の開票所として優先

的に利用するため、一般の利用者がせっかく抽選に当たっても、使うことができな

くなってしまう。そのため、当日のために準備や段取りをしても不意に終わってし

まう。スポーツセンターの利用者も多いので、別の場所を開票所として使用するな

ど、対策を考えなくてはならないと思う。 

 

事務局  総務課の方にもご要望があった旨伝えます。代わりの場所については、協議させ

ていただく。 

（プライムツリー赤池との関わりについて） 

委員   生涯学習課の事業でプライムツリーと連携して取り組む事業はあるか。 

 

事務局  NPO 法人 赤池サークル会が竹あかりを製作するワークショップをプライムツ

リーで開催している。生涯学習課においても、企業との連携は重要であると捉えて 



いるので、内部で協議を重ねていきたい。 

 

議長    委員の皆様、貴重なご意見等ありがとうございました。最後になりますが、「５．

その他」について、委員の皆様、事務局から何かありますか。 

 

議長     これで本日予定されておりました議題につきましては、すべて終了いたしま

した。委員の皆様には、いろいろ貴重なご意見をいただきありがとうございまし

た。いただきましたご意見、ご要望等につきましては、可能なものから取り組ん

でいけるよう事務局よろしくお願いします。 

      ここで事務局に返します。 

 

事務局     会長にはスムーズな議事進行をいただきまして誠にありがとうございました。 

     最後に教育長よりご挨拶を申し上げます。 

 

      －教育長挨拶－ 

 

事務局   本日は、長時間にわたり慎重なご審議、ご意見、ご助言等を賜りありがとうご

ざいました。今後も変わらず委員の皆様には本市社会教育行政についてご支援

いただきますようよろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、第１回社会教育委員会を終了させていただきます。ありが 

とうございました。 


